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~Aの一冊

高校生が「人を殺してみたくてJといって通りがか

りの家に入り込み老女を殺したとか，中学生がク

ラスメイトを脅して数千万円のお金を巻き上げ豪

遊していたとか，小学生が覚せい剤を買うため強

盗をしたといったニュースが飛び込んで、きます。

テレビのニュースやワイドショーなどをみていて

も同じです。中学生が先生に注意されてキレ，ナ

イフで刺し殺したとか，高校生の男女が遊ぶ金欲

しさに共謀し，タクシーの運転手を殺したといっ

た事件が目に飛び込んできます。

こういうニュースや事件を毎日のように日にし

たり耳にしたりしていますと，大人たちは「一体，

最近のコドモやワカモノはどうなっているん

だ?Jと訪ることになります。また，小学生，中

学生，高校生をわが子にもつ親たちゃ，彼らの教
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育に携っている先生たちは， rウチの子は大丈夫

だろうか?J rわがクラスの子たちも，そのうち

何かやらかすのでは ?Jと不安に駆られることに

なります。「わが国の子どもたちは，本当に変わ

ったのだろうか。Jr変わったとしたら，どこがど

う変わったのだろうか。」

日本教育学会という学会は，日本の教育学者た

ちがお互いの研究を高めるために情報交換したり

共同研究したりすることを目的に組織されている

団体で，現在3，000人ほどの会員がいます。教育

学者が教育に関する事柄の専門家だとしたら，当

然，先のような大人の疑問や親や先生たちの不安

に応える責任があります。その責任を果たそうと，

学会では 5年前から研究グ、ループを組織し， r変

化する社会と子どもの異変」というテーマで研究

を続けてきました。その成果を一冊の本にしたの

が本書です。本のタイトルは「現在(いま)の子

どもがわかる本」です。本のタイトルは内容を表

します。「この本を読んで，最近の子どものこと

がよく分かった。」という感想を多くいただいて

います。子どもが分からないと思っている人には

是非一読してほしいと思います。併せて，私の単

著である 『子どもの社会力Jl(岩波新書，660円)

も読んでほしいと思います。そうすれば，あなた

も“子ども通"になれること請け合いです。

(かどわき・あつし 教育学系教授)
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エイズの出現以来，免疫という言葉がしばしば

新聞をにぎわすようになった。とくに最近では臓

器移植の際の拒絶反応や花粉症アレルギーなど，

免疫が話題になる機会が増えている。医学部在学

中から免疫学に興味を持ち，研究を続けてきた者

として喜ぶべきことなのかもしれない。ところが

残念なことに免疫に関する最近の話題の多くは，

人聞にとって不都合な免疫反応である。そのため，

免疫があたかも悪者のように考えられてしまって

いる O しかし実際には免疫の語源が「疫」病を

「免Jれることに由来するように，免疫系は人聞

をあらゆる感染症から守る極めて大事な仕組みな

のである。他人からの移植臓器も自分の体ではな

いのだから，免疫系がこれを排除しようというの

は当然のことである。また，花粉症にしても，免

疫系は花粉という非自己の物質を体から排除する

という，いわば与えられた業務を忠実に遂行して

いるにすぎないのである。それでは何百万以上あ

るだろうと考えられる外からの侵入者を免疫系は

どのようにして認識し，自分と区別し，攻撃して

排除するのか?この実にユニークで巧妙な免疫系

の仕組みを明らかにしようというのが免疫学であ

る。この仕組みを理解し コントロールすること

が可能になれば拒絶反応や花粉症を治療すること

も容易なはずである。

本書では免疫学の基本的な仕組みがどのように

して明らかにされ，また病気とどのようにかかわ

っているかをわかりやすく紹介することを第一の

目的としている。もともとは医学生やレジデント

を対象とした雑誌に連載したものであるが，単行

本化にあたり一般の読者にも分かり易いように図

や説明に手を加えである。本書が皆さんの「免疫

学に対するアレルギーJの特効薬となれば良いと

願っている。

(なかうち・ひろみつ基礎医学系教授)
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